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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and TourismGeospatial Information Authority of Japan

国土地理院での取組状況
（３次元地理空間情報を活用した安全・安心・

快適な社会実現のための技術開発）

○ 国は、地理空間情報活用推進基本法の趣旨に基づき、位置が正確かつ新鮮な基盤地図情報

などの地理空間情報を、利用しやすい形で整備・提供するとともに、（中略）、「各種データ」を活用

して基盤地図をより充実させる仕組みについても検討が必要である

○ 場所情報インフラを誰もが自由に利用できるようにするために、位置情報の表現方法や管理の

あり方等について日本学術会議提言を踏まえて一層の検討を進めていく必要がある

＜オープンデータによる歩行者移動支援サービスの普及促進に向けた提言（抜粋）＞

平成27年度第1回ICTを活用した歩行者移動支援の普及促進検討委員会の指摘により一部修正
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場所情報インフラの共有化～位置情報基盤ＷＧでの取り組み①
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場所情報インフラの共有化～位置情報基盤ＷＧでの取り組み ③
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場所情報インフラの共有化～位置情報基盤ＷＧでの取り組み④



平成27年度 第1回 ICTを活用した歩
行者移動支援の普及促進検討委員会

資料２（抜粋）
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関連するプロジェクトについて
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ICTを活用した歩行者移動支援サービスに
関連するプロジェクトについて
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「ICTを活用した歩行者移動支援の普及促進検討委員会」と省内各プロジェクトとの関係（イメージ）

（１） 歩行者移動支援の普及促進に向けて共通的に必要な事項
（２） 国土交通省が行う歩行者移動支援施策に対する助言・指導
（３） その他、歩行者移動支援を普及促進するために必要な事項

「ICTを活用した歩行者移動支援の普及促進検討委員会」
における検討事項

・オープンデータ環境の整備
・要素技術の開発・標準化

（ガイドラインの作成 等）

・オープンデータ環境の整備
・要素技術の開発・標準化

（ガイドラインの作成 等）

個別プロジェクトの実施状況や
関連技術の開発動向等の共有

委員会
（統括官）

高精度測位社会プロジェクト
（統括官）

本郷プロジェクト
（統括官）

反映

反映

反映

公共交通オープンデータ協議会
情報共有・連携

尊重

尊重

尊重

尊重

銀座地区における
ICT活用検討連絡会

（東京都）
情報共有・連携

３次元地理空間情報を活用した
安全・安心・快適な

社会実現のための技術開発
（国土地理院）

高精度測位技術を活用した
公共交通システムの

高度化に係る技術開発
（総政局）

オープンデータの作成、活用
（推進体制の確立）

・バスロケの高度化
・高精度な運行情報等の提供

・屋内地図（整備・更新技術の開発）
・ 位置情報基盤WG

（位置特定インフラの仕様検討）

・屋内地図（整備・更新の仕組み等の検討）
・位置特定（field（新設）、精度の検証等）
・東京駅周辺において実証実験を実施

オープンデータの作成・活用
（fieldにおける試行）

位置特定（field（既設）、活用、互換性の確認）
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本郷プロジェクト
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プロジェクトの目的
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歩行者移動支援サービスにおいて、オープンデータを活用して多様なサービスが出現する可能性を確認すること。

イベントで提供するオープンデータの内容や項目についてデータ利用者（開発者）の立場からの意見を収集すること。

目的

本郷地区の歩行空間ネットワークデータや公共施設データ等をオープンデータとして公開し、オープンデータを用い
て、アイデア出しを行う「アイデアソン※1」と、多様なアプリケーション開発を行う「ハッカソン※2」を実施。

実施内容

アイデアソンとハッカソンは、高齢者や障害者、外国人など多様な人が訪れ、東京大学のキャンパスがある「文京
区本郷地区」で開催。

開催場所

本郷地区の特徴
• 東京大学病院など医療機関が多数あり、高齢者や障害者の来訪者が多い。
• 昔ながらの旅館が多く、外国人観光客の宿泊者が多い。
• 東京大学の留学生など外国人が多い。
• 東京大学に会議やシンポジウムなどで訪れる来訪者が多い。

※1 アイデアソン： ある特定のテーマについて、多様なスキルを持った人達が集まり、意見を出し合うことで、新たなアイデアやビジネスプランなどの創出を短期間で行うイベ
ント。

※2 ハッカソン ： システムエンジニアやデザイナなどが、それぞれの技術を持ち寄り、与えられたテーマに対し、短期間に集中してアプリケーションなどを開発し、成果を出

し合うイベント。



プロジェクトの対象とする主な範囲と提供するオープンデータ

東京大学に会議やセミナーのため訪れる人や外国人留学生、病院来訪者、旅行者等、多様
な来街者を想定して、本郷地区周辺の歩行空間ネットワークデータや施設データを収集・整備し
オープンデータとして公開。

公開するデータの主な整備範囲

＊施設データは、赤枠範囲より広めに整備。

種類 内容

本郷地区及び
東京大学構内
の 歩 行 空 間
ネ ッ ト ワ ー ク
データ

段差や幅員、スロープなどのバリ
ア情報を含んだ歩行経路の状況を
表す「リンク（線）」及びリンクの結
節点を表す「ノード（点）」で構成さ
れるデータ

本郷地区及び
東京大学構内
の施設に関す
るデータ

「病院」「AED」「銀行」「郵便局」
「観光施設」「宿泊施設」「商業施
設」「鉄道駅」「タクシー乗り場」「バ
ス 停 」 「 公 共 ト イ レ 」 「 外 国 語 メ
ニューのある飲食店」の名称や所
在地、緯度・経度、バリアフリー対
応状況等のデータ

＜提供するオープンデータ＞

東京大学
病院東京大学本郷

キャンパス構内

本郷地区市街
（宿泊施設、商業施設

などがあるエリア）

本郷三丁目駅（東京メトロ）
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開発、企画されたアプリケーション

アプリ名 アプリの内容

あなたのためのルー
ト検索

楽なコース、鍛えるコース、最短コース等、自分の好きな道が検索可能。各コースのバリア等の
情報は、画面に円グラフとして表示。利用者からの通行可否に関する情報等の投稿が可能。

らくなびアプリ
点字ブロックがある場所、ない場所を選択して、歩行者のニーズに応じたナビゲーションを行う。
施設に関する口コミの投稿も可能。

Chair naviアプリ
ストリートビューと地図を連動させ、出発地から目的地までの沿道の様子や路面の様子を確認
することが画像により可能なアプリ。

Mmaps 海外旅行をする人を対象に、事前にスマートフォンにダウンロードした情報を、通信ができない
旅先でも利用可能とするアプリ。

Hokoo CSV形式で提供されている歩行空間ネットワークデータをデータ利用者（開発者）がより使い易
い形式に変換し、提供するアプリ。

家族の外出盛り上
げアプリ
（企画、データ作成）

バリアやベンチ、日かげのある場所などを考慮し家族で楽しく散策できる経路情報の提供を行
う家族向けアプリを企画。
歩行空間ネットワークデータに、ベンチの情報や家族で楽しめる写真スポット情報を追加整備。

○イベント告知後の約2週間の募集期間で6チームが応募があった。

○歩行空間ネットワークデータを用いて、個人の嗜好に応じた歩行経路を提示するアプリ、施設
データを用いた観光ガイドアプリ、歩行空間ネットワークデータをデータ利用者（開発者）が使
い易い形式に変換し、提供するアプリ等、様々なアプリが開発、企画された。
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イベントで得られた知見、今後の方針

○オープンデータを多くの人が自由に利用することにより、様々なアイデアやアプリ
ケーションが出現した。

○提供したデータ以外のデータを独自に調査・追加し、データの充実を図る団体が
あった。

○オープンデータをデータ利用者（開発者）にとってより使い易い形式に変換する
アプリを構築する団体があった。

○データ利用者（開発者）やサービス利用者もオープンデータを追加・更新出来る
仕組みを提案する団体があった。

○データは提供されることが重要であり、提供されればデータ利用者（開発者）が
開発目的に応じて、適宜データを取捨選択・加工・追加するとの意見があった。

○歩行者移動支援サービスの普及促進のため、引き続き、オープンデータ環境
の整備を推進。

○アイデアソン、ハッカソンなど様々な取組みを通じてデータ利用者（開発者）や
サービス利用者の意見を聞き、データ利用者やサービス利用者それぞれの
ニーズに合致したオープンデータ化の検討を進める。

イベントで得られた知見

今後の方針



高精度測位社会プロジェクト
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高精度測位社会プロジェクト

2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催時
に、訪日外国人を含む誰もがストレスを感じることなく円滑
に移動・活動できるストレスフリー社会を実現

■ 屋内で人（スマートフォン等）の位置を測位する環境がない。
課題課題

東京駅周辺屋内外シームレス測位サービス実証実験東京駅周辺屋内外シームレス測位サービス実証実験

■ 屋内の地図を整備・更新し、市場へ流通させる仕組み、体制が
確立されていない。

屋内外シームレス
な地図の整備

共通利用に向けた
統一的なルール

地図や測位環境の
継続的な

整備・更新体制

民間事業者による多様なサービスが生まれやすい環境づくり

ナビゲーション等の多様なサービスの創出

∇GPSでは測位できない地下街に
測位機器（ビーコン等）をきめ細かく
設置し、高精度な測位環境を実現

∇関係者の協力を得て、地下街の
全体的な地図を作成

測位機器（ビーコン等）の設置測位機器（ビーコン等）の設置

■実証予定時期■
平成28年1月上旬～3月上旬

Japan 
Smart Navi

同意する

■スポット検索
■地図表示・ルート検索

■スポット詳細

屋内外目的地へ
シームレスに移動

■対象地下通路
・右図の黒点線を選定。
（八重洲地下街（灰色枠）除く）

■屋内地図作成対象ビル
・商業施設があり、通り抜けができる
という視点で、右図の青枠（東京
駅）及び赤枠のビルを選定。

■ 測位ができた結果を表示する屋内の電子地図がない。
（限定的に整備されており、面的サービスが提供できていない。

【政策統括官付（国土情報課）】
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「誰もが動きやすい国、日本」

広い空港内の経路も 複雑な駅間の乗り換えや
屋内（地下）空間も

自分の座席までの経
路も

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
社
会
・ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の
実
現

2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機に目指す姿
【政策統括官付（国土情報課）】

例）車いすや、ベビーカーで楽に移動できる段差
の少ない経路の案内

誰もがストレスなく自由に活動ができるユニバーサル
社会の構築に向け、ICTを活用し、個人の属性に
応じたサービスを提供

訪
日
外
国
人
や
高
齢
者
等
が
、
複
雑
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
地
下
空
間
で
の
円

滑
な
駅
間
の
乗
り
継
ぎ
や
屋
内
外
目
的
地
へ
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
移
動
が
可
能
に

スタジアム駅空港
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高精度測位技術を活用した
公共交通システムの高度化に関する

技術開発研究
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高精度測位技術を活用した公共交通システムの高度化に関する技術開発研究
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バスユーザーに対する
乗換情報の提供

（ 3rd Party ）

Yセンター
車載器

案内表示

Internet
Internet

Internet

Ａバス会社

Ｃバス会社

Ｂバス会社

Ｘ駅前

技術開発の概要

①高精度測位技術の公共交通システムへの適
用に係る技術開発

②乗継ぎ円滑化等に資する情報提供等に係る
技術開発

高精度の位置測位技術（準天頂衛星）を活用した
車載器の開発等を実施

バスの位置情報を高精度・リアルタイムに把握
正確な運行情報を利用者に提供

Ｎ番乗り場

Ｘ駅

乗車する路線バス等に関する
情報提供システムを構築

目的地までの最適な移動情報が
分かりやすく一元的に利用者に提供される

環境の構築

Yｾﾝﾀｰ
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